
基本課題７　労働の場における男女共同参画の促進（課題14～16）

課題14　雇用の場における均等な機会と処遇の確保

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 地域振興課所見

34

均等な雇用機会
等の確保に向け
た広報・啓発

　　　重

広報・啓発活動

商工課

商工会議所、商工会等の会報
を通じて、事業所に対して、男
女の均等な機会と待遇の確保
等について広報する。
また、実際に取組んでいる事
業所を広報紙で紹介する。
広報さんじょう－年２回
コミュニティFM－年１回

・広報さんじょうー４/16号、
６/１号、７/１号、３/１号で、
男女の均等な機会と待遇の
確保等について実際に取
組んでいる市内の事業所を
紹介して啓発した。
・コミュニティＦＭ－６/14、１
/10放送で情報を提供し
た。
・ホームページーH19.4.1改
正の「男女雇用機会均等
法」について情報提供し
た。
・周知のためポスターを掲
示した。
・商工会議所、工業会に
は、掲載記事を作成し掲載
してもらった。

Ａ

今後も継続して
具体的な事例
を紹介してはど
うか。
より多くの事業
所の目に止まる
手法を担当とし
ても随時提案し
ていきたい。

商工課には問題
点、課題等の記載
がない、気づいてい
ない。

A

35

女性労働者の母
性保護と母性健
康管理の推進に
向けた啓発

広報・啓発活動

商工課

ホームページから新潟労働局
の母性の健康管理にリンクし、
情報提供する。

周知のためにポスターを掲
示した。また、商工課ホーム
ページから新潟労働局の
母性健康管理にリンクし、
情報提供した。

Ａ

なし

A

36

労働事情アン
ケートの充実

労働事情アン
ケートの実施

商工課

「労働事情アンケート調査」で
の女性労働者の実態を把握す
るとともに、ホームページに結
果を公表する。

労働事情アンケートを８月
発送で１１月末回収し、結
果を集計中でH20年３月末
に冊子を作成し、関係者等
に配布、ＨＰでも公開した。
（回収率３５．７％、配布先
は実施した事業所、労働関
係の官公庁など）

Ａ

なし

A

審議会の意見・評価
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37

事業所での積極
的改善措置（ポ
ジティブ・アク
ション）の普及

　　　重

ポジティブ・アク
ションセミナー
（仮）の実施

商工課

施策Ｎｏ３１と同じ 施策Ｎｏ３１と同じ

Ａ

来年度はセミ
ナー実施後に
アンケートなど
でその後の推
進状況を把握し
てはどうか。

A

課題15　農林業・商工業・サービス業等の自営業に従事する女性の経済的地位の向上と労働環境の整備への支援

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 地域振興課所見

38

農家の家族経営
協定の締結の促
進

広報・啓発活動

農林課

農家を対象とした各種研修会
等でパンフレットの配布、説明
等により啓発活動を行うととも
に、締結意欲のある農家には
個別に指導する。（年２回）
また、実際に締結をしている農
家を広報紙で紹介する。
広報さんじょう－年１回

・ 農家を対象とした打合せ
会で、家族経営協定につい
て説明を行った。（７月１回）
・ 広報さんじょう８月１日号
にて締結農家を紹介した。
・ 農家にパンフレットを配布
し啓発活動を実施した。（３
月１回）

・締結意欲のある
農家を探し、個別
に指導することが
必要。
・後継者の有無に
かかわらず、家族
で経営している農
家を探し、締結を
勧める。

Ａ

なし

A

パートナーシッ
プへの意識啓発

農林課

農家を対象とした各種研修
会、集会等で話題提供等によ
り啓発活動を行い意識の向上
を目指す。（年２回）
また、実際に取組んでいる農
家を広報紙で紹介する。
広報さんじょう－年１回

・ 農家を対象とした打合せ
会で、話題を提供し、意識
の向上を図った。（７月１回）
・ 広報さんじょう９月１日号
に記事を掲載し、農家を紹
介した。
・ 農家にパンフレットを配布
し意識啓発を図った。（３月
１回）

意識の向上が図ら
れても、家族経営
協定の締結には
至らない場合が多
い。継続的に実施
していきたい。

Ａ

なし

A

自営業者の対等
なパートナーへ
の意識啓発

商工課

商工自営業者等の女性の労
働条件を向上するための情報
を収集し、地域振興課と連携し
てコミュニティＦＭで啓発する。
また、実際に取組んでいる事
例を広報紙で紹介する。
広報さんじょう－年１回
コミュニティＦＭ－年１回
ポジティブ・アクションセミナー
を開催し、意識啓発をした。

・広報さんじょう－12/１,１/１
号掲載した。
・コミュニティＦＭは放送し
なかった。
・ポジティブ・アクションセミ
ナーを開催し、意識啓発を
した

Ａ

なし

A

自営業及び農業
従事者の対等
パートナーシッ
プへの意識啓発

審議会の意見・評価

39
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課題16　多様な就業ニーズへの支援

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 地域振興課所見

対象：子育て中の女性、再就
職を希望する女性
時期：11月
内容：㈶２１世紀職業財団と共
催で再就職セミナーを実施し
就労支援に努める。
２０名

（財）２１世紀職業財団新潟
事務所と共催で「再就職準
備セミナー」を１０月２５、２６
日に開催し、就労支援をし
た。
　１３名参加

周知のチラシが分
かりにくいことも
あったのか、募集
定員までには達し
なかった。
しかし、受講者か
らは大変有意義な
講座であったとの
感想があった。

Ｂ

ハローワークで
の相談件数の
推移や、相談内
容の検証をし、
講座開催の必
要性や募集定
員の見直しを検
討するなど募集
定員の未達成
原因を究明する
必要があるので
はないか。

・必ずしもセミナー
形式でなくてもいい
のではないか。ワー
クサポート三条との
連携が必要なので
はないか。
・セミナー開催後、
就職に結びついた
のか、求職中なのか
などの事後追跡が
必要なのではない
か。
・事後アンケートが
必要である
⇒評価を留保した
い。
⇒セミナー参加者
のその後の状況を
把握し、年度末に
報告する。

内容の検証
が出来ない
ので、評価は
保留とする。

【追加】
参加後の状況把握のため
アンケートを実施した。

【追加】
周知方法の見直し
等検討する。 Ｂ

なし

B

再就職相談の充
実

H19年4月に開設したワークサ
ポート三条（三条市就労支援
相談室）の職業相談員による
就労支援をする。

【計画変更：追加】
今年度開設したワークサ
ポート三条（三条市就労支
援相談室）の職業相談員に
よる就労支援をしている。
　また、パンフレットを作成
し、他の相談機関へ配布し
周知した。
【３月末現在】
相談件数：２９３件

Ａ A

商工課40

女性の就業や再
就職を支援する
ための情報提供
や講座等の実施

再就職支援セミ
ナーの実施

審議会の意見・評価
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対象：市民
時期：10月
内容：㈶２１世紀職業財団と共
催で今後パートで働きたい人
や今働いている人を対象にし
たパートタイム労働ガイダンス
を実施する。
２０名

【計画変更：内容削除】
計画当初、２１世紀職業財
団と共催をする予定でいた
が、財団の予算がつかず、
開催できなくなった。

市単独での講座
開催はできない
が、下段のワーク
サポート三条で相
談を受けることは
継続していく。

Ｃ

ハローワークで
の相談件数の
推移や、相談内
容の検証をし、
講座開催が必
要なのかを見直
してはどうか。

「できなかった」とい
うのは評価できない
ほど悪い

C

【計画変更：追加】
施策No３１と同じ
ポジティブ・アクションセミ
ナーの際、パートタイム労
働法改正について新潟労
働局を講師に改正ポイント
のセミナーを開催した。
対象：事業主、人事担当者
（参加者：５１名）

Ａ

なし

A

再就職相談の充
実

H19年4月に開設したワークサ
ポート三条（三条市就労支援
相談室）が三条パートバンクに
隣接していることから、職業相
談員による就労支援をする。

商工課ホームページから新
潟労働局にリンクし、情報
提供した。
【３月末現在】
相談件数：２９３件

Ａ A

42

女性の起業、在
宅ワーク、ＳＯＨ
Ｏ等の情報提供

女性の起業支援
の情報収集、調
査、研究

商工課

女性の起業等の情報をホーム
ページで情報を提供する。

・広報さんじょうー10/１号
で、女性の起業者を紹介し
啓発した。
・ホームページから新潟労
働局にリンクし情報提供し
た。

Ａ

今後も継続して
具体的な事例
を紹介してはど
うか。

A

パートタイム労働
ガイダンスの実
施

商工課41

パートタイム労働
者等に関する各
種制度の情報提
供
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労働相談等の情
報提供

商工課

労働相談窓口である新潟県長
岡地域振興局の労働相談窓
口や労働基準監督署等を紹
介するなど情報提供したり、窓
口にパンフレットを配置する。
また、新潟労働局の労働相談
にリンクさせたり、ホームページ
のトピックス欄でも引き続き情
報提供する。

【計画変更：追加】
商工課ホームページのト
ピックス欄、で長岡地域振
興局の労働相談や労働相
談アドバイザーについての
情報を提供した。また、広
報さんじょう１１/１６号で過
重労働、賃金不払い「全国
一斉無料相談ダイヤル」の
周知、２/１号で労働相談
窓口の周知及びリーフレッ
トを窓口に配置した。

Ａ

なし

A

若年者職業自立
支援相談の実施

生涯学習課
（勤労青少
年ホーム）

対象：15歳以上35歳未満の青
少年
相談員：厚生労働省派遣カウ
ンセラー
①「ヤングキャリアナビゲーショ
ンルーム」
時期：毎週木曜日 午後６時～
９時
内容：青少年のための職業自
立支援として相談事業を実施
する。
②「三条地域若者サポートス
テーション」
時期：月曜～金曜日
内容：就職支援や自立支援セ
ミナー、相談事業を実施する。

【３月末現在】
①「ヤングキャリアナビゲー
ションルーム」
　相談人数：延べ８３件（５６
名）
②「三条地域若者サポート
ステーション」
　相談件数：延べ９８１件

①、②ともに今年
度で終了する事業
であるが、来年度
も厚生労働省に継
続して派遣しても
らえるよう申請中で
ある。

Ａ

申請が却下と
なった場合の代
替事業の検討
が必要である。

A

43 労働相談の充実
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